
 

 

 
 

事業事前評価表 
 
１．対象事業名 
中国 湖南省道路建設事業 

(貸付契約調印日：2002年 3月 29日、承諾金額：23,000百万円、 
 借入人：中華人民共和国政府) 

２．本行が支援することの必要性・妥当性 
中国は、GDP規模が世界第 7位(99年)に達する等、総じて経済発展は著しい

ものの、かかる経済発展に伴い、次の通り、開発課題が変化している。 
･沿海部と内陸部の格差是正 
･貧困問題への対応 
･WTO加盟に向けた体制整備 
･地球規模問題への対応 

中国政府は、2001年 3月に第 10次 5ヶ年計画を策定･公表し、2001年～2005
年の中国の国民経済と社会発展のあり方について、成長、構造調整、改革･開放、
科学技術の発展、国民の生活水準の向上、経済と社会の協調的発展の促進とい
った点から課題及び重点取り組みを明らかにしている。我が国政府も、昨今の
対中 ODA見直しの議論を踏まえ、｢対中国経済協力計画｣を 2001 年 10 月に公
表し、｢汚染や破壊が深刻になっている環境や生態系の保全、内陸部の民生向上
や社会開発、人材育成、制度作り、技術移転などを中心とする分野をより重視
する｣との方針を打ち出している。 
本事業は、中国内陸部に位置する湖南省にて主要道路及び地方道路を整備す
るものであり、中国の内陸部の民生向上・貧困対策に資するところが大きく、
日本政府の政策とも合致することから、本事業実施は必要なものと認められる。    
３．事業の目的等 
(1) 中国政府は、改革開放路線が本格化した 80 年代以降、経済成長のボトルネ
ックとなっていた鉄道・港湾・道路等の交通インフラ整備を重視し、その一
環として道路インフラ整備を計画的に推進してきた。道路整備とモータリゼ
ーションの進展に伴い、道路輸送は急増し、2000年には旅客では 80年の約 9
倍(人 km ベース)、貨物輸送では 80 年の約 8 倍(㌧ km ベース)となった。そ
の結果、全交通モードを占める輸送シェアも拡大してきている。 
しかし、地域的に見た場合、全国土面積の約 9 割を占める内陸部の道路密度
は沿海部に比べ約 4 分の 1 であり、道路水準においても一定規格以上（高等
級：高速・1 級・2 級）の道路の占める割合が沿海部の 21%に比べて 10%し
かない、など道路整備の地域間格差が著しく、市場アクセスの制限や輸送効



 

 

率の悪化等といった問題が生じている。こうした状況を踏まえ、中国政府は 
  第 10次 5ヵ年計画にて国道主幹線をはじめとする道路ネットワークの拡充に
取り組む方針である。 

(3)湖南省は、2000年の 1人当たり GDP(5,639元)が全国平均(7,078元)の 80％
程度で、全国平均水準を下回っている。中でも省中西部では、運輸セクター
の整備が遅れており、省全体の経済発展のボトルネックとなっている。総延
長に対する一定規格以上（高等級）の道路のシェアは約 7%と低水準にある。
そのため、湖南省第 10次 5ヶ年計画では、5本の省内幹線道路の建設重点目
標に掲げている。併せて、貧困地域に裨益する地方道路や農村道路整備にも
力を入れる計画である。本事業は、同計画の中で重点プロジェクトとして位
置付けられている。 

(4)本事業の沿線地域である湖南省中西部は、丘陵・山岳地帯に位置しており、
第一次産業従事者の占める割合が高い（約 80%）。セメント・建材加工業等第
二次・三次産業にも一定の基礎があるが、インフラ未整備等の投資環境が脆
弱である。そのため、所得水準は低いレベルに留まっている。こうした状況
を踏まえ、本事業は、湖南省での道路整備により、市場等へのアクセス向上
と地域開発の促進を図り、内陸部の民生向上・貧困対策に資することを目的
としている。 
４．事業の内容 
(1) 対象地域名  
湖南省邵陽市隆回県周旺鋪～懐化市、邵陽市洞口県竹市～邵陽市城歩県 
(2) 事業概要 
主要道路約 160kmの建設及び地方道路約 100kmの改良。併せて特産品販売や
観光情報提供等による地域経済の活性化を目指したサービスエリア等施設も設
置する。 
(a)主要道路：邵陽-懐化間 約 160km（円借款対象区間:邵陽-大水間 約 60km） 
（片側 2車線、幅員約 24～28ｍ、固定式中央分離帯、アスファルト舗装(一部
セメント舗装)等） 

(b)地方道路(2級道路)：竹市-城歩間 約 100km（円借款対象区間:全線） 
（片側 1車線、幅員約 12～15ｍ、中央分離帯無し、アスファルト舗装等） 
(c)コンサルティングサービス（環境対策、道路管理体制の支援等） 
(3) 総事業費 
総事業費    142,924百万円（うち円借款対象額  23,000百万円） 

(4) スケジュール 
2002年 3月～2006年 12月予定（中国側資金にて一部開始済） 

(5) 実施体制 
湖南省人民政府 



 

 

(6) 環境及び社会面の配慮 
(a)主要道路と地方道路ともに、環境影響評価報告書作成済。 
(b) 本事業は大規模な道路の新設・整備を行うものであり、本行環境ガイドライ
ン環境区分「Ａ」種に分類される。 

(c)環境に対する影響と対策 
①大気汚染、騒音等：工事期間中は、路上での散水、集塵装置の設置等の大
気汚染対策や夜間工事禁止等の騒音対策等を講じる。 
事業完成後は、緑化等の大気汚染対策や住宅地・学校等について遮音壁・
二重窓の設置等の騒音対策等を講じる。 

②本事業の環境モニタリングについては、外国コンサルタントの支援を得
て行われ、大気汚染・騒音等に対する環境モニタリング等について十分
な対策が採られることとなっている。 

(d)社会環境に対する影響と対策 
①用地取得：本事業により約 1,100haの用地取得予定。 
②住民移転：本事業に伴う住民移転数は約 7,100 人と見込まれている。農
地、家屋等に対する補償は、「中国人民共和国土地管理法」等関連法規
に基づき各世帯へ支払われる。住民に対しアンケート調査等が行われて
おり、全ての世帯の合意が確認されている。 

(e)社会面の配慮 
①事業沿線地域に居住する 1 人暮らしの老人、障害者、貧困層等の社会的弱者
に対して移転後の家屋建設に役務を提供する等の具体的措置が講じられる。 
②工事期間中には約 9,600 人の貧困層を土木工事作業員として雇用し、完工後
にはサービスエリア・料金所等運営管理施設において約 250 人の貧困層を雇
用することになっている。 

(7) その他特記事項 
特になし。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

５．成果の目標 
(1) 評価指標（運用・効果指標） 
指標 道路名 2000年 2010年 

邵陽-懐化主要道路 4,520 12,516 交通量の増加 
(小型車換算 台/日) 竹市-城歩地方道路 3,232 7,030 

邵陽-懐化主要道路 6.1 2.1 走行時間（時）の 
短縮 竹市-城歩地方道路 2.4    1.3 

邵陽-懐化主要道路 35    80 走行速度（km/時）の 
向上 竹市-城歩地方道路 45    78 

邵陽-懐化主要道路 7.3 3.7 市場へのアクセス時

間(時)の短縮 竹市-城歩地方道路 5.0 2.8 
邵陽-懐化主要道路 10.4 16.0 農産物出荷量(万トン

/年) の増加 竹市-城歩地方道路 10.0 17.0 
(2) 内部収益率 
(a)FIRR 
・主要道路：3.7% 
便益：通行料金 
費用：事業建設費、運営・維持管理費等 
プロジェクトライフ：20年 

(b)EIRR 
① 主要道路：14.9% 
便益：走行経費削減効果、輸送時間短縮効果、交通事故減少効果等 
費用：事業建設費、運営・維持管理費 
プロジェクトライフ：20年 

② 地方道路：16.5% 
便益：走行経費削減効果、輸送時間短縮効果、交通事故減少効果等 
費用：事業建設費、運営・維持管理費 
プロジェクトライフ：20年 
（計算式）       n               n 

Σ  Bt/(1+r)t =  Σ  Ct/(1+r)t 
t=1            t=1 

Bt：各期（年）の便益 
Ct：各期（年）の費用 
r：割引率（機会費用）＝内部収益率 
n：経済的耐用年数（本プロジェクトでは 20年） 
ｔ：年数 
 



 

 

６．外部要因リスク 
(1)事業沿線地域の経済の停滞/悪化 
(2)事業沿線地域の人口の規模、動態の変化 
(3) 自然災害等 
７．過去の類似案件の評価結果と本事業への教訓 
  過去の道路事業における経験から、幹線道路建設計画には地域発展効果が促
進される支線道路の建設計画に留意することが重要であるとの教訓を得た。こ
れを踏まえ、本案件では事業沿線地域における支線レベルの地域道路網整備計
画及び実施が確実になされることを確認していくこととする。 
８．今後の評価計画 
(1) 今後の評価に用いる指標 
・交通量の増加（小型車換算 台/日） 
・走行時間（時）の短縮 
・走行速度（km/時）の向上 
・市場へのアクセス時間（時）の短縮 
・農産物出荷量（万ﾄﾝ/年）の増加 
・内部収益率（FIRR、EIRR）（％） 
(2)今後の評価のタイミング 
事業終了後 

 


